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（１）令和３年度事業の推進について 

 

３ 意見交換 

・駒ヶ根市小中学校ＩＣＴ教育の推進について 
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４ その他 
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会議のてん末 

議事日程記載のとおり 

午後３時 30分 開会 

○北澤教育次長 皆さん、こんにちは。（一同「こんにちは」） 

定刻となりましたので、令和３年度第１回駒ヶ根市総合教育会議を始めていきたいと思います。 

それでは最初に伊藤駒ヶ根市長より挨拶をお願いいたします。 

 

１ 挨拶 

○伊藤市長 皆様、こんにちは。（一同「こんにちは」） 

第１回駒ヶ根市総合教育会議に御参加いただきまして、ありがとうございます。 

本年度、駒ヶ根市は４月に子育て全力応援を宣言いたしました。これは、昨年一年間の駒ヶ根

市で生まれた赤ちゃんが 200 人というところまで下がったということに危機感を感じたのが第一

であります。 

私が赤穂小学校に通っていた頃は８クラスありまして、１学年 300 人を超える同級生、同年生

がいたわけです。中沢、東伊那を合わせますと 400 人前後の数になったのではないかなあと思い

ます。 

そうした時代から比べますと、昨年の場合は半分になってしまったということで、これでは駒ヶ

根市そのものの将来が非常に心配されるということで、この宣言をいたしまして、本年度から３

年間を集中期間としまして様々な施策をしていこうということで、リーダーは渋谷総務部長であ

りますが、庁内にプロジェクトチームを設けて部や課を超えていろんな知恵を出して取り組んで

いこうということを進めております。 

これは市の中だけではできませんので、市内外の子育て団体の皆さんやそうしたことに取り組

んでおられる方、関心のある方とネットワークを築きまして、意見交換をしながら本当に求めら

れている施策をしていきたいというふうに考えております。 

そうした取組をこれから進めてまいりますので、ぜひ教育委員の皆様にも様々な御提言をいた

だければありがたいと思っております。 

それから、本年度は、小中学校ではいわゆるＧＩＧＡスクール、ＩＣＴ元年ということになり

ます。昨年のコロナ禍でオンライン授業を求める声があったわけですけれども、なかなか駒ヶ根

市の場合は備えがなかったということで、昨年中に小中学校へ１人１台のパソコンを備えること

にいたしました。 

本年度から本格的なオンライン授業、あるいはウェブを使った授業が小中学校で始まっており

ます。まだまだ使いこなすにはいろんな課題があろうかと思います。こうしたことも大きな課題

となっています。 

もう一つは通学路の安全・安心の確保であります。 

６月、千葉県で悲惨な通学途中の事故が起きました。 

駒ヶ根市でも人ごとではないと、県あるいは国の調査、点検の指示もありまして、駒ヶ根市で

も通学路の総点検をしたところであります。 

赤穂東小学校の関係者の皆さんからは県道の歩道の拡幅を求める要請も伺っております。なか

なか全てを一足飛びに整備するわけにはまいりませんけれども、一つずつ安心・安全なものに近
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づけていきたいと考えております。 

もろもろ課題はたくさんありますけれども、引き続き教育委員の皆様の御意見、御提言をいた

だきながら取り組んでまいりたいと思いますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○北澤教育次長 ありがとうございました。 

続きまして本多教育長、お願いいたします。 

○本多教育長 改めまして、こんにちは。（一同「こんにちは」） 

総合教育会議ということでちょっとだけ調べてみましたら、地方教育行政の組織及び運営に関

する法律というのができたのが私の生まれた年であります。昭和３１年です。それで、総合教育

会議の内容の含められた法律が改正されたのが平成 27年４月１日施行でございます。なので、59

年、約 60年たって見直しがされたということになります。改めてそれにちょっとびっくりしたわ

けですが、古い法律の問題等、いろいろありますけれども、一体何をもってそうなったのかなと

いうところは、やはり誰もが不思議に思っておるわけです。 

まだ釈然としないところはございますが、大事なところが改めて私自身整理されたかなと思う

のは、地方公共団体の長――つまり市長さんと教育委員会が十分な意思疎通を図って地域の教育

の課題やあるべき姿を共有して、より一層民意を反映した教育行政の推進を図るのだと、執行機

関同士の協議と調整ということであります。 

協議というのは自由に意見交換せよということであります。 

調整とは、教育委員会の権限と市長さんの権限との調和を図るということだと思います。 

いずれにしても意思疎通をしっかりとしろということ、そういう大事な会だぞと、それをうま

く利用せよということで、改めて大事なありがたい会議であるなというふうに思います。 

それで、先ほど市長さんのほうからもありましたが、こういう公開形式での協議の中でどんな

ようなのがいいかなあということを考えたわけですが、２つです。 

１つは教育を行うための諸条件の整備など重点的に講ずべき施策に関することというようなこ

とで、今の話も含めたＩＣＴ教育関係のことが１つ、もう一つは、児童生徒の生命や身体に関わ

ることで、まさに被害が生ずるおそれがあると見込まれるような場合の緊急の場合に講ずべき措

置というようなことで、八街市で起こった痛ましい交通事故というようなことで、この２点につ

いて絞って本当に自由闊達に御協議をいただければありがたいかなあと、子どものためにぜひ充

実した会議になっていただければありがたいなというふうに思います。 

お世話になります。よろしくお願いします。 

 

２ 協議事項 

（１）令和３年度事業の推進について 

○北澤教育次長 ありがとうございました。 

それでは次第に沿いまして会を進めてまいりたいと思います。 

最初に協議事項の令和３年度事業の推進でございます。 

資料については四角で囲った資料１でございます。 

これについては、駒ヶ根市で策定されました総合計画を踏まえての令和３年度の予算の関係に

なります。これについては予算に計上されました主な事業でございまして、当初予算の内容で事

前に確認ができておりますので、この場では説明いたしませんが、当初、例年４月５月に第１回
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目をやっておりますので、その流れの中で参考資料としてつけさせていただいています。 

意見交換の中での参考資料ともさせていただければと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 

３ 意見交換 

・駒ヶ根市小中学校ＩＣＴ教育の推進について 

○北澤教育次長 ２番の意見交換でございます。 

本日、市長さん、教育長さんからの挨拶の中でありましたように、学校のＩＣＴの推進の状況、

また千葉県で起きました通学路での事故を受けまして駒ヶ根市でも安全推進会議を先日行いまし

たが、その状況等も含めて意見交換ができたらと思っております。 

最初に学校のＩＣＴの活用の状況について事務局より説明をさせていただきます。 

また、学校の授業での活用状況について様子を見ていただければと思いますので、事務局より

説明をお願いいたします。 

○水野学校教育係長 お手元の資料の１ページを御覧いただきたいと思います。 

１ページの令和２年度に整備したＧＩＧＡスクール構想関連事業についてでございます。 

１番、制度・事業の概要ですけれども、本来 2018年～2022年の５年間にかけて児童生徒に１人

１台端末の整備というのを進めていく予定の事業でしたけれども、新型コロナウイルス感染症の

拡大に伴いまして、急遽前倒しで実施された形になっております。 

２番が令和２年度に導入した主な事業の内容になります。 

まず１つ目が小中学校の校内通信ネットワーク環境整備事業になります。高速回線を校内の

ネットワークに整備したというものです。1億 230万円という決算を見込んでいます。 

（２）番が小中学校児童生徒１台端末整備事業ということで、小学校１・２年生にはｉＰａｄ、

３年生以上中学３年までにはＣｈｒｏｍｅｂｏｏｋを整備しております。ｉＰａｄのほうが 391

台、ｃｈｒｏｍｅｂｏｏｋが 2,111台、合わせまして 1億 1,217万円になっております。 

それから、ＧＩＧＡスクールサポーターといいまして、ＧＩＧＡスクール構想推進のためのＩ

ＣＴ技術者を配置しまして支援体制の整備等を行っております。こちらのほうが 75万 1,000円で

す。 

それから（４）番の家庭学習のための通信整備事業ということで、臨時休業等になったときに

家庭でも学習を継続できるようにということでポケットＷｉ―Ｆｉみたいなものを整備した事業

であります。対象の御家庭は就学援助の対象の御家庭でＷｉ―Ｆｉ環境がない家庭ということで、

臨時休業等になったときに貸し出すというような内容であります。183台整備しております。こち

らのほうが 183万円になります。 

それから（５）番で学校からの遠隔学習機能整備事業ということで、先ほどのＷｉ―Ｆｉ環境

が整ったということで、万が一臨時休業とかになったときでも学校から授業内容等を配信できる

ようなものを整備するというもので、ウェブカメラですとかマイクなどを 54台整備しました。こ

ちらのほうが 15万 8,000円となっております。 

実際に事業を完了しまして授業に活用していくと、様々な課題が出てきております。５つほど

載せてあります。 

まず１つ目がＩＣＴ機器の大量配備による校舎の電力不足ということで、もともとの校舎がＩ
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ＣＴに対応した形になっておりませんでしたので、実際に使用していくと電力が不足するところ

が出てきているというような現状があります。 

それから２つ目ですけれども、教育委員会事務局への専門的知識を有した人材の配置というこ

とで、かなり専門的な知識を有した職員が常時いるようなことが必要になってきているというの

が現状であります。 

それから（３）番の教職員のＩＣＴリテラシーの向上ということで、学校の先生方が端末や何

かを適切に指導するための知識ですとか能力とか技術、それらの向上が必要になっているという

ことが３つ目です。 

それから４番目ですけれども、今日ちょうど研修を学校のほうでやっているんですけれども、

タブレット端末の授業等での有効活用ということで、そちらのほうの実際の利用のほうでうまく

活用していくことが必要かなと、後ほど動画を御覧いただきたいと思います。 

それから５番目ですけれども、タブレット端末の持ち帰りや家庭での利用ということで、夏休

みから持ち帰って活用しようということだったんですけれども、実際には、先日、各学校のＩＣ

Ｔの担当の先生方とお話をしたところ、時期尚早だろうということで、持ち帰りには様々な課題

がありますので、本年度中をかけてその辺をクリアしてから実際に持ち帰って使用するようにし

ようということで、本年度中は検討をしていく段階となっております。 

課題等につきましては以上となります。 

実際に、授業の内容を御覧いただければと思います。 

 

〔動画視聴〕 

 

○北澤教育次長 今現在の令和２年度に整備しましたＩＣＴの状況、令和３年度から行っていく

中での課題、また東中学校で進めているＩＣＴの状況の雰囲気があったと思いますけれども、こ

の辺も踏まえまして意見交換ができればと思います。 

教育委員さんのほうから発言いただければと思いますので、お願いします。 

○福澤教育長職務代理者 第１回目ということで、本来ならもうちょっと早くやるわけですけれ

ども、遅くなってしまいました。 

意見交換ということであります。 

私のほうではＩＣＴ活用に対する本質についてということで質問させていただきたいと思いま

す。 

学校ではＧＩＧＡスクール構想が３年前倒しで始まって、当然、私たちの考えではもっと先だっ

ていう話で、５Ｇがもっと使えるようになってからだというように思っていたわけですけれども、

昨年のコロナの関係で早まったということで、急遽ハードの部分については御苦労いただいてそ

ろったという状況であります。 

私たちも学校へ行って授業を見たり、いろいろしてきましたけれども、学校によってやっぱり

差があるということと、まず先生たちが慣れるまでにまだ時間がかかるなっていうような感じは

しました。 

それで、子どもたちは、やはり楽しそうに授業をやっております。そういう部分では、これか

ら更に進んでいくのかなあというような気がします。 
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細かい部分については、今言ったようにまだ教員が慣れていないという部分が今の現実の問題

だと思いますけれども、全体からいけば、国のほうではやっぱりデジタル可能教育を進めていき

たいということを言っております。最終的にプログラミングができるような教育をしていくとい

うようなことを狙っているんだと思います。それによって働き方改革を進めていくんだというふ

うなことだと思います。 

新しい時代になればどういう形になるのか、まだちょっと予想がつきませんけれども、駒ヶ根

市として働き方改革にＧＩＧＡスクール構想をうまくつなげていけるかどうかっていう部分につ

いては、市長さんとしてはどういうふうに考えておられるのかなということをお聞きしたいなと

思います。 

○伊藤市長 今おっしゃるとおり本格的に始まるのは今年からということで、恐らく先生方に

よってはＩＴを使いこなす度合いにいろんな違いがあるのかなと思います。 

実際に授業をやるに当たってどう生かすかっていうのは、これまでの授業の技術とは別のＩＣ

Ｔを生かした技術が必要になってくるので、試行錯誤のところも相当程度あるんだと思っていま

す。そのところが一遍に進むというのはなかなか難しいんだろうと思います。 

ただ、間違いなく、時代の要請としては、ＩＣＴ環境のあるというのが当たり前のことになっ

ていくのは事実ですから、教育だけが例外であるはずがないですし、教育こそそういうものを先

進的に取り入れて進めていく必要があると思いますので、ここは先生方が切磋琢磨しながらだん

だんに進んでいってほしいなあと期待をしているところであります。 

○北澤教育次長 今日は先生方も赤穂小学校で４人ぐらいＣｈｒｏｍｅｂｏｏｋの研修会をし

ておりまして、ふだんの授業の中ではやはり試行錯誤の毎日のようなので、夏休みの中での市の

研修や、県のほうでも研修をしておりますので、そういう中で慣れてもらって、有効活用して子

どもさんたちにつながる形がいいかなと思います。そんな感じなんですけれども。 

○福澤教育長職務代理者 ただ、物づくりっていうことに関しては、私たち教育委員はみんな物

づくりをしておるわけですけれども、実際には手で物を作ったりとか、そういう技術を使ってやっ

ておるわけです。 

学校の中では、そういうデジタルのものを使って考え出すとか、そういうことが必要になって

くることもありますけれども、やっぱり本質は自分の目で見て手で作るっていうことのほうが本

質だと思いますので、やはりそれは教育の現場でも忘れないように、やっぱりデジタルはデジタ

ルですので、物を見て作るとか、物を見て感じるとかっていうことも同じように進めていけたら

いいなあっていうふうに考えております。 

○伊藤市長 分かりました。 

○北澤教育次長 ほかに……。 

では、関連ということで唐澤委員、よろしくお願いします。 

○唐澤委員 では、私もＩＣＴの機器についてです。 

授業をはじめいろんな場面で子どもにとっても教員にとってもすごくプラスになることだと思

うんですが、最大限有効活用してほしいと思います。 

私が考えた中では課題があると思います。 

今のお話とも重複するかもしれませんが、１つ目として、今、市長さんも言われましたけど、

教員にとっては授業のつくり方にもう一つ要素が加わるということなんで、研修だとかサポート
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が必要じゃないかと思います。先ほど市からの説明でもありましたけど、専門知識の人材を配置

するとか、そういうことは具体的に必要になってくると思います。あくまでも道具なんで、それ

を使いこなす技術がないといけないなとは思います。 

２つ目として、今、代理も言われましたけど、ＩＣＴに時間が割かれて従来体を使っていた内

容っていうのがおろそかになってしまわないようにしてほしいなと思います。 

具体的に読み書きだとか計算っていうのは、こういう機械があれば必要ない世の中になるかも

しれませんけれども、やっぱりそこの部分はすごく大事だと思うんです。もう学校自体がそうい

う生身の場所というか、そういうところなので、リモートワークとかウェブ会議っていうのは仕

事ではすごく有効だとは思うんですけれども、学校に果たしてそういうことが本当になじむのか

どうかっていうこともちょっと思います。 

３つ目の課題として、これは定例委員会でも出たんですけれども、機器の更新について、こう

いう端末は５年～７年で更新が必要だってお聞きしましたんで、そういった財源の措置も今から

必要になってくるんじゃないかと思います。 

この３つぐらいについて市長さんはどう思われますか。 

○伊藤市長 いずれも大事な御指摘でございます。 

最後の機器の更新費用は、これは、正直、市としても本当に心配をしています。 

今回はコロナ禍の対策ということで全面的に国が責任を持ってやっていただいたわけなんです

けれども、これは、その方針についてはまだこれからという話になっています。市長会などを捉

えまして、ぜひ更新費用を国や県に十分に手当てしていただくようにということは大いに触れて、

お願いをしているところです。 

これは公共インフラと同じで、作ったら終わりということではないので、ランニングコストも

含めていろんなお金がかかってくるので、そこは是非国、県の十分な支援が必要だということで、

補助金など、そういった形でお願いをしているところであります。 

それから、先ほども言われたデジタルと実際の授業、多分バーチャルとリアルのバランスって

いうことだと思います。 

勉強する場所であると同時に、学校というのは様々な交流をする場でありますので、友達を作っ

たり、部活等々、様々な関係を積む場でありますので、そこは十分バランスに配慮しながら学校

を運営していくんだろうと思います。 

ただ、デジタル、ＩＣＴは、これは読み書きと同じものになっていくので、ペンや時計や、そ

ういうものと同じように、パソコン――あるいは 10 年たつともうパソコンというのはなくなり、

もっと別のものに変わってくるでしょうけど、デジタルで何かをする、あるいはバーチャルで何

かをするということは、もう特に今の子どもたちにとっては非常に当たり前のことに変わってい

くであろうと思います。そのための入り口がＩＣＴ教育でありますので、そこは最先端のものを

できるだけ取り入れながら抵抗なく進めるように今後はしていってほしいなあと思います。 

なかなか生の体とのバランスの取り方は難しいと思いますけれども、多分１つの生活の中に同

居していく時代がいよいよ来るので、子どもたちにとってはそういうものが当たり前に普通に使

えるようになるということが読み書きと同じことになるだろうと思います。そこはＩＣＴ教育で

十分力を入れていきたいと思います。 
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○唐澤委員 ＩＣＴのおかげで駒ヶ根にいても世界とつながれるっていうことを子どものうち

から覚えるようになります。成人していずれこっちへ帰ってきても駒ヶ根と世界がつながって仕

事ができることも可能だと思うんですけれども、やっぱり駒ヶ根に帰ってきてもらうっていうこ

と――ウミガメプロジェクトもそうですけれども、そのためには、自然だとか文化だとか、肌で

感じる体験がすごく必要だと思うんです。それはＧＩＧＡスクール構想のグローバルとかイノ

ベーションとは対極のものだと思うんですけれども、それを同じぐらいのボリュームでやってい

くのがいいんじゃないかなと感じています。 

○伊藤市長 おっしゃるとおりだと思います。 

ただ、リアルとバーチャルは対立するものではなくて、多分共存するものだと思うんです。特

にこれからの子どもたちにとっては。 

もちろん生身の体験というのは大事なことなんですけど、そこはいろいろと折り合いをつけな

がら一緒に一体となって進んでいくことがこれからの時代なんだろうなあと思います。 

○唐澤委員 分かりました。 

○本多教育長 今、唐澤委員さん、また福澤代理さんのほうから出たように、市長さんの言葉で

言えばバーチャルとリアルのバランスっていうことで、最後に折り合いをつけてっていうのは、

まさにそのとおりだと思うんです。試行錯誤、今、今日もやっていますっていうのは、実はそこ

であります。 

だから、先ほど見ていただいたＶＴＲも、ああよく使っておるっていうよりも、最初の小テス

トのものはプリントや黒板に書いたのと何がどう違うんだろうか、あれは子どもたちが見返しを

するために役に立つんだろうか、それとも先生がまとめるための集計だけのためなんだろうかっ

て常に問うて見直しをしていかないと駄目だと思うんです。だから、あれが全てだということで

はない、あんな方法もあるよということです。 

またデジタル教科書はたまたま先生の分しかないからだけど、あれは黒板を使ったのと何がど

う違うんだろうか、生徒のところには何もなかった、ただ黒板を見てこうやっていたんだけれど

も、じゃあ今までのやつと何がどう違うんだろう、私のように目が悪い者は一番後ろにいたら何

をやっているか分からない、それじゃ駄目だというふうに思います。 

だから、今までのものは全て駄目ではなくて、やっぱり折り合いをつけたり融合させたりするっ

ていうこと、そこで今は試行錯誤しているっていう状態かなというふうに思います。もう必ず共

存共栄いく時代でなければならないことは明白ですので、そこら辺のところでやっぱり少し時間

がかかるけれども、現場も必死になっているというところかなと、そんなふうに思います。 

○北澤教育次長 唐澤委員さん、よろしいですか。 

○唐澤委員 はい。 

○北澤教育次長 では、ＩＣＴの部分については、子どもたちの活用、また先生方の指導の部分、

またそれを支える体制の部分について、様々な課題がこれから後もありますが、みんなでやって

いければと思いますので、よろしくお願いします。 

ＩＣＴについては、このくらいにいたします。 

 

・通学路の安全対策について 
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○北澤教育次長 次に、先ほど言いました通学路の安全対策の対応に入っていきたいと思います。 

まず事務局から資料の説明をお願いします。 

○赤羽子ども課長 お手元の資料の今のＧＩＧＡスクールの次のページの２ページからになり

ます。 

先ほど、冒頭の市長、教育長の挨拶にもございましたとおり、今年の６月 28日に千葉県の八街

市で発生しました下校中の児童の列にトラックが突っ込んで児童５名が死傷するという痛ましい

事故を受けまして、県のほうから通学路交通安全プログラムの推進体制にのっとって道路点検を

実施するようにという依頼が来ておるところでございます。 

３ページのほうには合同点検の実施要領が載っております。 

実施の対象は御覧とおりです。 

続いて２の実施の期間につきまして説明しますが、まず（３）については道路点検の実施及び

対策必要箇所の抽出は本年６月末を目途として、（４）についてというのは、その対策案の検討や

対策案の作成については 10月末をめどに実施するようにということでございます。 

３の実施内容として（１）の実施体制からございます。 

（２）の学校による危険箇所のリストアップということでありますが、こちらのほうは、駒ヶ

根市のほうでは、毎年、通学路交通安全プログラムのほうにのっとりまして各学校のほうからリ

ストアップをしていただいておるところでございます。 

おめくりいただいて４ページのところでは、（３）の合同点検の実施及び対策必要箇所の抽出、

あるいは（４）の対策案の検討・作成、（５）の対策の実施というようなことを行う必要があると

なっておるわけでありまして、当市もこれに沿いまして通学路の安全点検をしていこうというと

ころでございます。 

４の実施状況の報告につきましては、これは各教育委員会が取りまとめて報告するということ

でありますので、こちらは教育委員会のほうで取りまとめていきたいということであります。 

５ページのほうに行きますと、その他のところでありますけれども、こういった危険箇所や対

策の必要箇所については可能な限り幅広く各市町村のホームページ等に公表することが望ましい

というふうになっておるわけでございまして、これがこれからの話の中に出てまいります。 

こういった要請等も受けて、たまたまこの要請が出る前に、毎年、当市のほうで行っておりま

す駒ヶ根市通学路交通安全プログラムというものの通学路安全推進会議を実施したところであり

ます。７月 19日にこれを実施しております。 

その内容につきまして触れますと、６ページのほうからでございます。 

これは、平成 24年に全国で登下校中の児童生徒が死傷する事故が相次いで発生したことを受け

まして、国等の指導を受けまして駒ヶ根市のほうでも駒ヶ根市通学路交通安全プログラムという

のを作成したところでございます。 

７ページを御覧ください。 

２の通学路安全推進会議の設置ということで、このプログラムを策定したときから推進会議の

ほうは毎年実施しております。本年度は先ほど申し上げました７月 19日に実施したものでござい

ます。 

関係機関は、そちらに書いてあるとおり学校教育機関、道路管理機関、交通安全機関でござい

ます。 
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取組の方針としましては、下の図のところにあるように、通学路交通安全確保のためのＰＤＣ

Ａサイクルというのを回しながら点検し実施していくというようなサイクルで進めていくという

基本的な考え方の下、実施をしています。 

８ページのほうへ参りまして（２）の定期的な合同点検、あるいは対策の検討、対策の実施、

対策効果の把握、対策の改善・充実、そして箇所図や箇所一覧表の公表ということで、先ほどの

国ほうから本年参った実施要領に沿った形になっております。 

そこで、別添の資料としまして対策一覧表や対策箇所図というものができております。 

Ａ４の横長になりますけれども、右肩に資料２と四角で囲ったもの、こちらが、これまでの会

議の中で、あるいは毎年の学校から出されたものの中で検討した結果、今現在公表をしている対

策一覧表でございます。 

学校ごとということで分かれておるわけでありますけれども、本年開催しました推進会議の中

では、特に赤穂小学校のところにあります７番の通学路、市道光前寺南線でありますが、バイパ

スから農道まで１本の道路でつながって開通をしましたが、それに伴って交通量が激増したが歩

道が一部ないところがある、危険であるというようなことです。 

あるいは東小学校の 12番でありますけれども、こちらのほうは本年度新たに上がってきたとこ

ろでありまして、地元の区やＰＴＡ等からも要望が上がっておる主要地方道駒ヶ岳長谷線――県

道であります。通称田沢の坂と言われておるところでございます。 

あともう一つは、赤穂南小学校の５番、市道赤須町線の原垣外地区のところ、交通量が多いが

歩道がなく危険という部分が会議の中で新たに上がってきたところでございました。 

そこで、その後ろのページから地図やなんかにいろいろ落としてあるものがあるんですけれど

も、これがホームページのほうで一覧表とともに公表されているところでございます。これもそ

れぞれの学校ごとに、危険箇所等を一覧とリンクするようにして公表してあるところでございま

す。 

今回の推進会議の中では、この中から本年度新たに上がりました東小学校の 12番と南小学校の

５番につきまして現地の視察を行ったところでございます。 

その資料が今度は縦のものになりますけれども、資料３―１からのものになります。 

東小学校の 12番、駒ヶ根長谷線要対策箇所の位置図というのが１枚目にありますけれども、こ

の部分の道です。 

おめくりいただいて、今度はＡ３で折りたたんであります。 

写真が右の横のほうに載っているところでありますけれども、田沢の坂は歩道が非常に狭くて、

また高さも少ないということです。そして、ちょうど左下に職員が幅を測っておる写真があるわ

けでありますが、ここはちょうどカーブの膨らんでくる所になっていまして、こういったところ

を子どもが毎日通学で使っているということは非常に危険ではないかというところでございます。 

上の２枚の写真は、地元の保育園、幼稚園の子どもたちが年長さんになると、次の年は学校へ

通う、登校するということがありまして、その練習といっては何ですが、トレーニングも兼ねて

この道を実際に歩いているところであります。１列に並んでいるところでは、まあまあ、まだま

だなんですけれども、右側の写真を見ますと、子どもが２列に並ぶともう先生のリックサックや

なんかも外へ出ているわけでありまして、ここを車が結構なスピードを出す、あるいはカーブで

膨らんできたようなときには非常に危険が生じるという現場を視察したところでございます。 
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続きましては、もう一つ、南小学校の５番の案件、新た上がってきた市道赤須町線というとこ

ろでございます。赤穂高校の東側の道路の部分を視察しました。 

おめくりいただいてＡ３の大きな地図のほうを見ていただきたいと思います。 

真ん中の上のほうに水色の線の道路の上に緑の点線が記してあるわけでありますけれども、こ

れが今通学路として子どもたちが使っておる道路です。ここはちょっと細くて狭い道なんですけ

れども、ふだんはあまり車が通らないということであったわけです。 

問題は、この点線を左のほうへたどってきてもらうとイガグリマークを赤で記したところがあ

るわけなんですけれども、この部分の写真が①番②番となります。子どもたちは細い道を上がっ

てきて、イガグリマークのところに以前あった横断歩道、ここを渡って、またあまり車の通らな

いところを通るようになりますが、この部分に家が建ったということで、見通しが利かないとい

うことから、この部分の横断歩道が消されてしまうということが起こりました。 

そこで、横断歩道のないところを子どもたちが渡っていくのは非常に危険ということで、地元

の要望等もありまして、今度は右のほうになります。赤い点線の部分、グラウンドの東、ヨウホ

クさんの西のところにある道路、こちらのほうへ通学路を振り替えて、下のほうの写真の⑨番の

ところになりますけれども、この部分を通って、南小学校が開校した折に設定しました遊歩道の

ような通学路があるわけでありますので、これを使って学校に登下校するというふうに変えても

らいたいという要望がございました。 

この赤い点線の部分を通るにしても、⑦番あるいは⑧番の写真にもありますように歩道がまだ

ないわけでありまして、そこらのところも視察の折には課題として挙がったところでございます。 

以上が今回の合同点検を受けての市で行いました通学路の安全対策の会議、それからその折の

視察と現場の説明でございますので、よろしくお願いします。 

○北澤教育次長 ありがとうございました。 

ただいま事務局より７月に行われました交通安全推進会議や地元からの要望等の中で出てきて

いる部分についての経過等についての説明がございました。 

こういった資料を見ていただきまして意見をいただければと思います。 

○氣賀澤委員 私のほうでは市場割区のほうの赤穂高校のところの道のことについてなんです。 

ここは、やっぱり最初の通学路のところが危ないということで、こちらの赤須町線のほうのヨ

ウホクさんの前を通っていくっていう通学路にしたいということだと思うんです。 

ここを通っていくと、多分わらべうたの小径を通り、通りゃんせの小径を通り、ぬくもりの小

径を通って南小に入っていく感じになるんですけれども、多分ここも危ない箇所として挙げられ

ていると思うんです。いつも暗かったりとか、防犯とか防災の観点でこの道は通らないほうがい

いんではないかっていう話が出たりするので、その点で、もし通学路を変えるとする場合はどの

くらいでそういうことができるものなのか、そうやって簡単に通学路を変えることができるもの

なのかということをちょっとお聞きしたいと思います。 

○北澤教育次長 私のほうでお答えします。 

通学路については、バイパスのほうへ出て学校へ行くという市場割の方の意見が一昨年くらい

にあったんですけれども、もちろん歩道はついているんですけれども、今度は逆に交通量が多く

て、歩道から次の歩道へ渡るときに大きな道を通過したりすると非常に危ないというような意見

がございました。 
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もともと赤穂南小ができたときに、わらべうたの小径等、また通りゃんせの小径等、専用の道

を造った経過がございます。そちらを通らず、バイパスができたのでそちらへという意見もござ

いましたけれども、今現在、わらべうたの小径については防犯カメラを設置しまして防犯上の部

分にも配慮しながら運用している状況です。 

通学路をある程度大きな道沿いにすると逆に車が非常に通るということで、相反する部分もご

ざいまして、地元の意見を聞きながら対応していきたいということです。 

一応、わらべうたの小径等も防犯カメラ等を設置してそこを使っていくっていうような市場割、

宮の前の方の意見もございますので、そこに導入するヨウホクの前の道の歩道の整備等は必要か

なというような地元の意見が出てきておりますので、これが駄目だといえば、もちろん変更して

いく形になると思います。 

皆さんの意見を聞きながらＰＴＡの方とか、地区の方の御意見を聞きながらという形になりま

す。 

通学路っていうのは、あくまで大きな本筋の道を決めていただいて、そこに皆さんが小道から

集まってくるという形なので、なかなか全部を指定したり歩道整備っていうのは難しいような状

況でございますので、話合いをしながら必要なところは整備を関係部署で改善していく形になっ

ています。 

よろしいでしょうか。 

○氣賀澤委員 はい。 

○北澤教育次長 では、関連して何かありますか。 

○木下委員 では、通学路について私のほうからお願いします。 

下平の田沢の坂と赤穂高校のグラウンド周辺、私、本日、先ほど、昼過ぎですけれども、歩行

者目線で現地を見せていただきに行ってまいりました。 

まず、ちょっと田沢の坂なんですけど、資料３―２の写真がありますけれども、今、現状が夏

ということもあって、草木の足元への這い出しですとか枝の覆いかぶさり等を見まして、本当に

今は子どもさん１人通るのがやっとのような状況なのかなあと思いました。これで夏休み明けが

このままだと、ちょっと、より心配な点が増えるのかなあと思って見せていただきました。 

先ほど課長さんからもお話がありましたけれども、やっぱり歩道が非常に狭くて高低差がない

もんですから、見通しはとてもいいんですけれどもスピードを出している車が非常に多いという

点で保護者の皆様が非常に危惧している、また地元の皆さんが心配している点だと思います。 

この写真には写っていないんですけれども、西のほうへもうちょっと上っていってカーブのと

ころに行きますと、歩道も高く上げてガードウォークという形でしっかり防護柵がありましたの

で、そういうものをどんどん下のほうの危ないところにも伸ばしていくのも手なのかなあと思い

ました。 

市長さんの冒頭のお話の中で歩道の拡幅というお話で要請が来ているということでしたので、

可能であれば田沢川の河川敷のほうに歩道を少し拡幅して延ばすと、不可能であれば県のほうへ

要請をかけていただいてガードレールを設置していただくのがいいんじゃないかなあと思って見

てまいりました。 

続いて赤穂高校の周辺ですけれども、こちらは交差点もあって、高低差もありまして、とても

見通しが悪い道であるなあと思いました。 
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どうしても立地的に企業さんですとか地域住民の方にも上手に御理解を得ながら最善の方法で

通学路というものをこれからつくっていけなければいけないのかなあともいます。 

私の率直な意見からしますと、田沢の坂の通学路確保よりもこちらのほうが難しいのかなあと、

安全面という観点で考えるとより慎重な考えを持ってつくっていかなければいけないのかなあと

思いました。 

先月の痛ましい事故もそうでしたけれども、大変見通しがよくて広い道であってもガードレー

ル１つがないがために子どもたちがああいう悲惨な目に遭ってしまうという状況がありますので、

拡幅できないのであれば県のほうに上手に働きかけをしていただいて、とにかく人と車をしっか

り分ける柵、ガードレールというものをちゃんと作っていただけるようにお願いをしていただけ

るといいかなと思いました。 

ちょっとお伺いしたいのは、これは距離的にスクールゾーンとまではいかないんだと思うんで

すけれども、何か通学路であるよっていうドライバーへの注意喚起になるような看板ですとか道

路標識に準ずるようなものっていうのは、これから例えば県だとか警察だとかに働きかけて市独

自のものを何か作っていけないものなのかなあと私は思いました。 

歩いていると、やっぱり子どもたちが通うところには子どもを守る安心の家という登録をいた

だいているおうちの皆さんがたくさんあって看板がいっぱい上がっておるわけですけれども、そ

ういうものと一緒にここは子どもたちが通る道ですよとドライバーへの注意喚起ができないもの

かなあと思います。 

もちろんＰＴＡも巻き込んで、地域の皆さんと一緒に子どもたちの通学路の安全確保に向けて

何か市で働きかけをやっていけないものなのか、何か考えがあったらお聞かせいただきたいんで

すけれども、お願いします。 

○北澤教育次長 例えば歩道がどうしてもできないようなところは、見たことがあるかもしれま

せんけれども、グリーンベルトみたいなもの、緑のラインを引いてあるような状況もございます。 

ただ、そこはあくまでも道路管理者――国道であれば国ですし県道であれば県ですので――市

道は可能として――そういった部分について道路管理者と協議する中で担当するところと協議し

ていく形になると思います。 

また、各学校にＰＴＡの校外指導部というのがございまして、昨年危ないところを挙げていた

だいておりますので、これについて再度研究をする中で９月ないし 10月にまたまとめていただい

て報告するような形と、安全推進会議は１回やったんですけれども、もう一回それをやって確認

をしていく約束になっておりますので、そういった中で、また国、県の担当の伊那建設事務所も

みえますので、そういったところをどうしたらいいかっていう意見もいただいて、対応ができて

いけばいいかなと思います。よろしくお願いいたします。 

○木下委員 もちろんドライバー側、運転する側ばっかりではなくて、子どもさんたちへの安全

な通学への学習といいますか、そういうことも引き続きどんどんやっていかなきゃいけないと思

います。 

企業さんとか車をたくさん使っている方に対しても、こういうロードマップ、危険箇所のよう

なところ、新たに歩道を造って通学路を設けましたよっていうようなものを１回出して終わりで

はなくて、リアルタイムで何度も安全運転をしていただけるような協力のお願いをするですとか、

そんなこともこれから必要になるのかなあと思います。 
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私も一緒にやらせていただきますので、ぜひお願いいたします。 

○北澤教育次長 では、よろしくお願いいたします。 

通学路に関してですけれども、何かほかにございますでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 

４ その他 

○北澤教育次長 その他、教育委員さんから何か御意見がありましたらお願いします。 

よろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○北澤教育次長 それでは、そろそろ時間が参りましたので、このあたりで会議を閉じたいと思

います。 

今いただきました意見につきましては、事務局で検討また調整をしてまいりまして今後に生か

していければと思います。 

それでは、以上をもちまして第１回総合教育会議を閉じたいと思います。 

本日はありがとうございました。 

午後４時 42分 閉会 


